
＊ 昭和３４年８月７日 長崎市生まれ

○  略 歴

昭和55年
(２１歳)

昭和59年 漫画「シーラカンス・ぶれいん」で漫画家としてデビュー
(２５歳)

平成5年 初めての小説「ファザーファッカー」が第110回直木賞の候補となる
(３４歳)

平成6年
(３５歳)

平成７年
(３６歳)

平成13年
(４２歳)

○  主な受賞歴

平成6年 第4回Bunkamuraドゥマゴ文学賞 「私たちは繁殖している」

「ファザーファッカー」

○  その他の代表作
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上京し、その後、通信制高校を卒業、慶應義塾大学哲学科(通信制)
を中退

「私たちは繁殖している」「ファザーファッカー」で、第4回Bunkamura
ドゥマゴ文学賞受賞

「ファザーファッカー」が映画化

映画「ビジターQ」に出演

「キオミ」が| 第112回芥川賞の候補となる

漫画「南くんの恋人」(昭和６２)、漫画「ガールズビーヴァガボンド」(平成２０)

「あたしが海に還るまで 」(平成9)、「 ファンダメンタル 」(平成9)

漫画家、作家、歌手、俳優など様々な分野で活躍している


